
産業廃棄物の総排出量は’80年代に増加したが、’90年代には大きな変化は認められない。

再生利用量、減量化量は微増傾向を示しており、それに伴い減量率も上昇傾向を示している。

（出典）環境省資料をもとに国土交通省国土計画局作成

視点：環境への負荷の軽減はどの程度実現しているのか。

指標：産業廃棄物の総排出量、再生利用量・減量化量と減量率の推移

産業廃棄物の総排出量の推移

産業廃棄物

事業活動に伴って生じた廃棄物のうち、燃え殻、汚泥、廃
油など20種類の廃棄物のこと。

減量率＝（再生利用量＋減量化量）／総排出量

産業廃棄物の再生利用量・減量化量と減量率の推移

モニタリング項目：恵み豊かな自然の享受と継承 ■国土のモニタリング
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